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概要(ABSTRACT)
２５セルACS大電力モデルのカップ'ノング係数と2 ５個の共振モードの

周波数を基に、簡単な等価回路モデル（参考文献１）との比較を試みた。
その結果、周波数の測定値と計算値はよく一致するが、ブ'ノッジ部分に
エネルギーが大部分蓄えられるモード(１，２，2 ４，２ ５番のモード）
に関しては、測定きれたカップリング係数にわずかの補正を加える方が、
良い一致が得られる事がわかった。この補正により、ブリッジ内部の電
磁場分布は大きく変化するので、第１モードの電磁場分布を測定して、
比較すると面白いと思われる。
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２５セルACS大電力モデルのカップリング係数と２ 5個の共振モードの周
波数を基に、簡単な等価回路モデル（参考文献１）との比較を試みた。その結
果、周波数の測定値と計算値はよく一致するが、ブ'ノッジ部分にエネルギーが
大部分蓄えられるモード（１，２，２４，２５番のモード）に関しては、測定
きれたカップリング係数にわずかの補正を加える方が、良い一致が得られる事
がわかった。この補正により、ブリッジ内部の電磁場分布は大きく変化するの
で、第１モードの電磁場分布を測定して、比較すると面白いと思われる。参考
の為に、全モードの様子を付け加えた。
図１に、全モードの測定値と、測定きれたカップ'ノング係数を基にした計算値
を示す。ここで使用したカップリング係数は次の値であり、図２に場所を示す。
これらの値は、影山、両角の両氏から提供きれたものである。僻

図１では、両端のモードの一致が良くないので、K2RとK3Eを変更する。
結果を図３と図４に示す。最適化していないので、少々の改善にとどまる。変
更したカップリング係数は

K2R=0.13,K3E=0.116の２箇所である。

この変更による、第１モードの分布の変化の様子を図５に示す。
図６に全モードの分布の様子を示す。
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